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従業員意識の研究(続@第 5報〉

一一一定着志向， はりあい志向の解明

足木圭蔵

Study on the Consclousness of Employees (SegueL Part 

V) 

← -Analysis of the Characteristics of Employees'予lillto Work and QWL 

Consciousness-一

Keizo ASHIKI 

This study is the intensive analysis of employeぽ Willto W ork and QWL consciousness 

by full adaptation of Hayasi's theory of quantification on the data obtained from inestigations 

of employees' conscious research. 

Within the limited data， however， the efforts succeeded to lead t出hefact t出h日抗tno悦tiたCα1出bleE 

d副if託fe町r巴印nc白esIieぽ巴 in the c∞ons民凶ciousness0ぱfWi山l日1tωo Wo目rkar吋l吋dNo叩n

QWL 
Differenc巴andsimilarity regarding consciousness of adjustment and maladjustment were 

able to be identified at employe巴s'layers 

しはじめに

企業と従業員の社会的関係には，経営参加問題と共に

従業員意識が研究課題として大きく取り上げられる世界

的趨勢となっている。経済社会の企業発展と従業員の人

間的尊厳への希求との合致には多くの難問題が提起きれ

ている。

従業員意識の成立と変転は，基本的に社会的9 経済的

力関係の変化，変動の大小により一層明確化される。企

業構造，組織構造を形づくる管理。監督層と一般層の従

業員意識，それらの異同，差異についての解明は貴重な

研究といえる。

2.本研究の目的

本研究は階層による従業員意識を比較解明して，意識

の規定要因，規定力。影響力の趨勢を比較考究しようと

するものである。

中心課題は従業員意識研究 (74年， 78年， 79年)にて，

適応意識，不適応意識，定着意識，不定着意識における

従業員の年令，仕事のはりあい・アイテムの要因の強さ

にかんがみて，定着志向への深い洞察を加えようとする

ものである。

従業員意識構造の深い解明を数量化理論により数量化

して，一連の傾向解明研究の一環として，二層別，三層

別に従業員意識を分析しようとする。

3.本研究の調査内容

本研究は先研究方式と方法を踏襲し，従業員のより細

分化された定着意識に焦点をあて，従業員階層の意識の

数量化把握をおこなうものである。

官官研究で明らかにされた変動しがたい人間意識の部分

としての ATMOS(職場雰囲気〕アイテムと，変動しや

すい人間意識の部分としての QWL(仕事のはりあしうア

イテムのうち QWLの組織階層における意識構造の解

明と把握をおこなう。

研究はカテゴリカノレ判別分析により従業員意識構造を

解析する。

1 )企業従業員意識調査の基礎テい タ

従業員意識調査内容は前研究と同様の質問内容のデ←

タを収集期間(1981年 7 月 ~8 月〉にて新デ タとして

用いている。

2 )従業員意識の規定力の判別

勤続〔定着〉志向の有無と強さから適応，不適応意識

に占める寄与度に着目し，詳細な数量化を試み統計的に
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表 1 従業員意識調査・基礎データ

表2 数量化理論第II類による定着志向の要因分析(管理層)

イ フー ム カ フー コ ') 
ベクトル レノン 相持対的(11脱~jj定立)力ア (x 10~) (X10-') 

l よく徹底している 88 

どちらともいえない
0.5 

会社の方針・指示 2 218 306 

徹底していない
(15) 

3 10 

1 感じている 9801 
30.2 

仕事へのはりあい 2 どちらともいえない 1270 18611 

感じていない
( 1) 

3 8810 

l たびたびある 2497 

組織・命令系統の混乱
5.7 

2 たまにある 1025 3522 

ない
( 6) 

3 459 

I 不満に思う 926 

配置・仕事の割当 2 それほどでない
2.4 

- 362 1475 

不満に思わない
(12) 

3 549 

1 適切である 一552

仕事について直媛上役の指導 どちらともいえない
5.1 

2 332 3115 

適切でない
( 7) 

3 2563 

l 必要である -1046 
仕事上の知識・技術獲得の必 11.9 

要性
2 それほどでない 2304 7358 

( 2) 
3 必要でない 6312 

1 非常に疲れる 699 

毎日の仕事の疲労度 どちらともいえない
3.5 

2 - 826 2141 

3 あまり疲れない
(11) 

1442 

1 充分に利用できる 753 

休憩時間の利用 どちらともいえない
2.2 

2 - 39 1334 

3 不充分
(13) 

581 

1 できる -1042 

改善(能率向上)の余地
7.0 

2 それほどでない - 951 4335 

3 できない
( 4) 

3293 

1 公平じある 1874 

賃金額の決定 どちらともいえない
4.0 

2 572 2446 

3 不公主ド
( 9) 

256 

1 よく知っている 2468 

賃金の内訳 大体知っている
6.1 

2 722 3779 

3 全く知らない 1311 
( 5) 

商倒である 364 

賃金の計算方法 2 それほどでない
1.7 

16 1052 

3 面倒でない 688 
(14) 

1 ある 571 

工場内の危険有害箇所 わからない
4.2 

2 1225 2581 

3 ない
( 8) 

-1356 

l 充分理解している 6021 

幹部の従業員理解度 2 どちらともいえない
11.6 

-2593 7125 

3 理解していない
( 3) 

1104 

l しっくりしている - 971 

臓場の雰囲気 2 どちらともいえない
3.9 

- 666 2426 

3 しっくりしていない
(10) 

1455 

(注 1)ーー 定着志向 + ー不定着志向



出することとする。一般層にて88.0%，監督職にて84.0

%，管理職にて88.5%となっている。

2)定着志向の要因分析

定着志向に影響するアイテムの相対的影響力の管理，

被管理層の意識別に示したものが図 2であり，先研究，

前研究に示した規定力の傾向とほぼ等しい状態を示し

て，興味深い相対的影響力の表示となっている。

管理層，監督層，一般層における定着志向に対する相

対的影響力の差異は傾向値として大きく示されていず，

むしろ定着志向における各アイテムの趨勢は 定方向の

パターンをなしていることが特徴的といえる。

とくに「はりあし、Jアイテム， I従業員への理解度」ア

イテムが大きく，ついで， I知識，技術獲得」アイテムが

大きな影響力をもっている。「賃金内訳」アイテムは一般

層の定着志向にやや目につく大きなアイテムとなってい
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層別により定着従業員層，不定着従業員層の存在を推定

しえた13)。

本研究において管理層，監督層，一般層の定着志向，

はりあい志向のそれぞれの意識の判別分析をおこなう。

4.定着志向への規定力の判別

定着志向への規定力をもっ要因は多い。しかし規定力

の強さからみると，優越した規定要因として「年令」が

みられ，ついで「仕事のはりあし、Jであることはすでに

判明している 16)。

1 )定着志向の判別適中率

定着意識，不定着意識の判別についてみると，累積度

数曲線にて示すことができる。本研究にて一般膚の定着

志向，監督職の定着志向，管理職の定着志向を改めて算

る。

3)定着意識と不定着意識の比較

定着意識，不定着意識の被管理層(一般)，管理層にお

ける差異は， I仕事のはりあい」の有無が大きく規制して

いる。一般層では定着意識は「仕事のはりあし、JYES. 

8256についで「賃金JI職場と仕事JI幹部の従業員理解」

の肯定である。管理層では「仕事のはりあし、JYES'9801

について、「幹部の従業員理解度JYES園 6021がずば抜け

て大きく，ついで「賃金Jとなっている。
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一方，不定着意識では，一般層は「知識，技術の獲得」

NO・9479が断然大きく， I賃金JNO・7008，I仕事のは

りあし、JQWL.NO・6662とつぎの「職場の雰囲気JNO・

2503以下を引きはなして大きな規定力を示している。

管理層は「仕事へのはりあいJNO・8810であり， I知

識，技術の獲得JNO・6312，I改善(能率向上〕の余地J

NO・3293となって，仕事否定における規定力がつよい否

定的意識となっていることがみられる。
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因の性質から管理層，被管理層の各々について定着意識，

不定着意識の意識規定要因を解明する価値は大きい。

不定着意識に重みをかけて解析しているが，管理層に

おける「賃金内訳JNOを除いて， r仕事上の知識，技術

の獲得JNOの管理層9479，一般層6812，["仕事へのはり

あいJNOの6662，8810でみるように上位のつよい規定要

因は相似的である。

上記二要因に比較すると「職場の雰間気JNO以下は数

値的に数段階低い規定要因となっており，管理層と一般

層では「賃金内訳JNOの規定要因の大きさに大きな相違

がみられる。管理層の「賃金内訳JNOの低位置は， ["賃

金内訳JNOが一般層のように不定着意識の強力な規定

要因ではないことを意味している。そして「会社の方針・

指示JNO.ワにみる規定要因の質と大きさの相違にみら

れる，管理層，一般層の規定要因，規定力の相違につい

ては解明がなお必要となろう。

しかし，不適応意識と軌をーにして不定着意識には管

理，被管理階層の意識をこえて，等価値の意識の流れを

みることができるといってよい。

5.相対的規定力の判別

終身雇用制〔実際は定年雇用制〉における定着意識，

不定着意識は前数回の研究から明らかとなりつつある。

本研究において，あらたに QWL志向のつよさと変動

性問から，時系列比較にみる変動的特徴の分析に取組む

(%) 
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ことも必要である。

1) QWL志向への相対的影響力の分析

QWL志向の層別は，管理層，監督層，一般層の傾向値

を示す。 QWL志向へのアイテムの影響力は階層により

変動的であり，特別の規定要因以外は傾向的で、なく，定

着志向 (WILL0 WORK)のようにアイテム別の規則性

を示す結果とはなっていない。

従業員意識として意識結合の基底は，三層(管理，監

督，一般)を通じて QWL志向の強弱は定着意識のもつ

規範性の影響が大きく，監督層における QWL志向の規

定力としては「幹部の従業員理解度21.2Jの相対的影響

力の強さである。

QWL志向における管理層の「定着意識」の相対的影響

力35.1の強さは着目すべきであり， ["仕事の知識，技術獲

得12.1Jの大きさは，他の二層のアイテムの大きさに比

較して高位置の数値に注目すべきである。

(主主

15 

相

対

的

影

響 10

)J 

12.1 

呂 7

7.4 

山一
、

ヨーロッパにおける QWL定義の第ーである「生活の

安定，安全の獲得，充実Jの適用も，わが国の企業の従

業員意識，適応意識，不適応、意識において，一層明確に

弓えることカ1で、きる。

反面， QWL意識， NON-QWL意識の志向規定要因と

して，両意識にほぼ等値的に影響する要因として，管理

層では「休憩時間の利用1.3J["賃金の内訳1.4J["賃金額
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図10 非はりあい意識とはりあい意識を規定する要因

(一般層)

の決定2.1JI毎日の仕事の疲労度2.7Jでみるように，低

い数値の意味するところは，休憩と疲労度，賃金は両意

識への相対的影響力は相違しない同値的にほぼ影響する

ことを意味している。

監督層では， I配置，仕事の割当差別1.9J I休憩時間の

利用2.2JI職場の雰囲気2.6JI賃金の計算方法2.7JI賃

金の内訳2.8Jにみるように，格差がないことは，働きや

すい職場の状況，環境，賃金が両意識には大きく相違し

ない影響要因といえる。すなわち両意識に向じように利

いている規定要因としての特徴がある。

一般層では「賃金額の決定O.3JI休憩時間の利用1.lJ
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「毎日の仕事の疲労度1.2JI賃金の計算方法2.8JI賃金

の内訳3.4Jにみるように，賃金，疲労度が規定力として，

両意識へ変わりがほぼなく影響している。

以上をまとめ明瞭にのべると， QWL志向に際立って

大きく影響するアイテム要因群と，再意識の層別規制し

てゆく上に大きく影響せず， QWL志向の基底に沈潜し

て存在するアイテム要因群とがあることが示されてい

る。

2) QWL意識と NON-QWL意識の比較

QWL意識の規定要因として， I定着意識・YESJが強

い影響をもっ要因であることはのべた。「会社の方針・指

示・ YESJI幹部の従業員理解度・ YESJI配置，仕事の

割当差別.NOJI仕事についての直接の上役指導.YESJ

の要因が続いている。

また NON-QWL意識の規定要因として， I定着意識J

と「従業員理解度.NOJ I仕事の知識，技術獲得.NOJ 

「直接の上役の指導.NOJの要因が大きな規定力をもっ

ている。

(1) 階層別の QWL意識

管理層の QWL意識の規定要因として， I定着意識@

YES. 10082Jの強さは格別であり， I幹部の従業員理解

度.YES. 3499Jがつづいて特徴を示している。

しかし，勤続を意味する定着意識のつよさは他のすべ

ての要因の規定力とほぼ等しい強さをもつことは注目に

値いする。

監督層では「定着意識・ YES・7076Jについで「会社

の方針・指示。YES.5945J I仕事についての直接上役の

指導。YES'3810Jに， QWL意識の規定力を適確にみる

ことヵ:で、きる。

般}警の QWL意識は，上位の規定要因は監督層と相

似しているが， I配置，仕事の割当差別・NO・3131JI幹

部の従業員理解度・YES'3089JI仕事について直接上役

の指導・YES'3064JI工場内の危険有害箇所.NO・2979J

の等値に 般層の QWL意識の特徴が明らかである。

(2) 階層別の NON-QWL意識

管理層の規定要因として「定着意識・NO・10100JI仕

事上の知識，技術の獲得・ NO・6297JにNON-QWL意

識への強さを見ることができる。「知識，技術の獲得@

NOJが管理層で大きい規定力をもつことに注目すべき

である。

監督層では， I幹部の従業員理解度 .NO・16989Jと突

出した規定力を示し， I定着意識・ NO・8544Jの強さを

上廻っている。 NON-QWL意識の規定力における「幹部

の従業員理解度.NOJを徹底して排除することの重要性

を示すものである。

一般層では一位を占めるのは， I定着意識.NO. 8385J 

であり， I配置。仕事の割当差別・ YES.3259J I職場の

雰囲気.NO. 2204Jがつづ、く。一般層は規定力として，

職務分担，職場運営に関する要因が重要視されていると

いえよう。

6 むすび

適応意識，不適応意識の研究において，寄与要因とし

て定着意識，不定着意識が解明され，定着志向の相対的

規定力，規定要因群を把握してきた。

本研究では管理層，監督層，一般層，また管理層，被

管理層の意識比較をおこなうため WILL.WORK， QWL 

意識について，解析結果を得た。企業組織において定着

志向は，組織階層別をこえて，アイテムの相対的影響力

の大きさと傾向とが一つの等質性を現出させると推測し

うる。

管理層，監督層，一般層にかかわらず， WILL.WORK 

志向は同質性，一意性が基底に存在する従業員意識とみ

られる。

新たに解明した QWL志向は，従業員意識として重要

位置を占める意識である。寄与要因として大きな寄与力

を適応意識，不適応意識にもっと同時に，定着意識，不

定着意識の規定要因として，高い数値をつねに示してい

る。その意識内容の解明は今後必要とされるといえる。

変動意識としての QWL意識の階層別解析による特

徴として，各階層を通じて定着〔意識)要因の強さが大

きく示され， NON-QWL意識において不定着(意識〕要

因の強さ，幹部の不理解(要因〕が強く影響する。

階層別の QWL志向において，両意識にほぼ等値的に

影響する意識基底要因を探ることができた。アイテム影

響力の詳細分析の結果が分ったといえる。

今後，従業員意識の意識細分化と時系列解析，階層別

解析の詳細研究が課題である。

名大大型電算機M-200を使用して数量化した。
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